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■ 店舗所在地 （令和2年11月1日現在）

■ 店舗外自動サービスコーナー

I N F O R M A T I O N

（令和2年11月1日現在）

 

❶本店営業部

❷駅前支店

❸石川支店

❹郡山支店

❺桑野支店

❻鏡石支店

❼長沼支店

 

〒962-0842 
須賀川市宮先町31番地
〒962-0859 
須賀川市塚田88番地

〒963-7851 
石川郡石川町字新町11番地

〒963-8871 
郡山市本町二丁目1番9号

〒963-8025 
郡山市桑野二丁目35番7号

〒969-0401 
岩瀬郡鏡石町不時沼331番地5

〒962-0203 
須賀川市長沼字金町151番地

（0248）75-3171

（0248）75-2168

（0247）26-3111

（024）932-2005

（024）934-0171

（0248）62-3175

（0248）67-3171

＊印のあるATMは、視覚障がい者用ハンドセットを設置しております。
＊印のあるATMは、通帳繰越機能がご利用いただけます。
※全てのATMに点字表示が標準化されています。

◎須賀川市内に6店舗、郡山市内に4店舗、
　石川郡内に3店舗、岩瀬郡内に1店舗の合計14店舗がございます！

店 舗 名 所　在　地 電話番号 ATM設置台数  

❽上町支店

❾西川支店

10古殿支店

11富田支店

12玉川支店

13安積支店

14須 賀 川
　市役所支店

 

〒962-0864 
須賀川市北上町84番地5

〒962-0054 
須賀川市牛袋町121番地1

〒963-8305 
石川郡古殿町大字竹貫字竹貫38番地1

〒963-8045 
郡山市新屋敷一丁目167番地

〒963-6312 
石川郡玉川村大字小高字南畷10番地1
〒963-0105
郡山市安積町長久保三丁目３番１
〒962-0831　
須賀川市八幡町135番地

（0248）76-5911

（0248）76-3171

（0247）53-3727

（024）921-0222

（0247）57-4178

（024）945-1222

（0248）72-2121

店 舗 名 所　在　地 電話番号 ATM設置台数

入金・払戻・記帳・振込（現金取扱可）・定期預金取引可
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須 賀 川 信 用 金 庫 か ら の お 知 ら せ

●対象カード／福島県内8信用金庫が発行するすべてのカード
●対象ATM／福島県内8信用金庫が設置する店舗内･店舗外ATM
●ご利用内容／お預入れ･お引出し

しんきんのキャッシュカードがあれば、全国ゼロ
ネット加盟のしんきんATMで、平日･土曜日の
手数料が無料です。

福島県内8信用金庫のATMご利用手数料が

終 日 無 料365日

しんきんのPRコーナー

しんきんATM
ゼロネットサービス

手数料ゼロ

ZERO  ne t  S ERV ICE 0
平　日 8：45～18：00
土曜日 9：00～14：00

知ってトクする

須賀川市内
設 　 置 　 場 　 所

○店舗外ＡＴＭコーナー
　上町支店 川東出張所●＊
　（大東商工会隣）

　公立岩瀬病院●＊

　ヨークベニマル メガステージ須賀川南店●＊＊

　ヨークベニマル須賀川森宿店●＊＊

　ながぬまショッピングパーク アスク●＊

●入金・払戻・記帳・振込
　（当金庫および提携金融機関ＣＤカードの取扱可）・定期預金取引可
＊印のあるATMは、視覚障がい者用ハンドセットを設置しております。
＊印のあるATMは、通帳繰越機能がご利用いただけます。
※全てのATMに点字表示が標準化されています。
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■業種別預金残高比率
令和2年９月期

個　人 
60.0%

製造業 3.8%
建設業 5.9%
卸売業 0.7%
小売業 2.2%

サービス業 8.3%

その他の事業者 
7.5%

金融機関 0.0%

■業種別貸出金残高比率
令和2年９月期 製造業 8.0%

農業、林業 0.4%

建設業 8.7%

卸売業、小売業 7.9%

個　人 
21.4%

不動産業
16.2%

各種サービス
14.3%

運輸業 2.4%

その他の事業者 0.3%

地方公共団体 
12.9%

令和2年９月期 ミニディスクロージャー

2

公金 11.7%

預金残高

令和2年3月期 令和2年9月期

　預金は、お客さまの着実な資産づくりを応援し、地域に密着した営業活動に努めた結果、期中16,054百万円増加し、
230,023百万円となりました。内訳をみますと、事業性預金で9,323百万円、個人預金で3,569百万円、公金預金で3,154百
万円それぞれ増加しました。
　個人預金は預金全体の60％を占めており、渉外担当者を中心とした活動を通じ、地域のお客さまからの大切な資金（預金・
積金）と信頼をお預かりしております。

当金庫の令和2年９月期（令和2年４月～令和2年９月）における経営
状況についてお知らせいたします。
以下に掲げる半期情報は、当金庫単体ベースで開示しております。

　貸出金は、個人向けで減少しましたが、事業者向けおよび地方公共団体向けで増加したことから、期中5,803百万円増加の
106,447百万円となりました。
　事業者向け貸出は、製造業、建設業、各種サービス業などの増加により5,674百万円の増加、個人向け貸出は、住宅資金や
マイカー資金等の減少により274百万円の減少、地方公共団体向け貸出は403百万円の増加となりました。

（単位：百万円）

※記載金額は百万円未満を切捨てて表示しております。（以下同様であります。）

貸出金残高

令和2年3月期 令和2年9月期

100,000

50,000

0

（単位：百万円）

すしんより皆さまへ

すしんより皆さまへ

150,000

200,000

250,000

0

令和元年9月期

106,447

経　営　方　針

◆支援力・営業力の深化×進化

◆経営力・内部態勢の深化×進化

◆人材力・組織力の深化×進化

◆業界総合力の深化×進化

地域と共に未来へ歩み続け、
地域社会の発展に貢献する金融機関を
目指してまいります。
皆さまには、平素より須賀川信用金庫をお引き立ていただきまして、誠にありがとうございます。
このたび、須賀川信用金庫の経営・業務の内容をご紹介するため、令和２年９月期須賀川信用金庫ミニ
ディスクロージャーを発行いたしました。本誌を通じて、皆さまの当金庫に対するご理解を一層深めていた
だければ幸いに存じます。
さて、当金庫は創業以来、一貫して｢相互扶助の精神にもとづき地域と共に歩み、地域と共に栄える｣を経
営理念に、皆さまと共に歩んでまいりました。これも多くの皆さまからの信頼と、ご理解、そしてご支援によ
るものと心から感謝する次第でございます。
当金庫は、原点である「相互扶助」の経営理念に基づき、地域社会の発展をお客さまとともに目指す中期
経営計画「すしん『共創力』発揮３か年計画」の最終年
度として、「支援力・営業力の深化×進化」、「経営力・内
部態勢の深化×進化」、「人材力・組織力の深化×進化」、
「業界総合力の深化×進化」を経営目標に掲げ、お客
さまとの連携をさらに深め、信用金庫の独自性・特性
を活かしながら活動してまいりますので、なお一層の
ご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

令和２年11月

　　　　　　　理事長      　　　　　　　

S U K A G A W A  S H I N K I N  B A N K

基　本　方　針

大正3年6月25日、「有限責任須賀川信用組
合設立趣意書」において謳われた基本方針。
私たち須賀川信用金庫の心とも言えるもの
です。

ごあいさつ

100,643

令和元年9月期

215,244

208,826

金融業、保険業 7.4%

預金と貸出金の状況（単体ベース）

213,969

230,023

3月期比
+16,054
3月期比

99,159

+5,803
3月期比3月期比
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令和2年3月期 令和2年9月期

　
10,000

5,000

0

14.0

7.0

0

（単位： 百万円） （単位：%）

令和元年9月期項　　　　　目 

コア資本に係る基礎項目（A）
コア資本に係る調整項目（B）
自己資本の額（C） [（A）－（B）]
リスク・アセット等の額（D）
自己資本比率（C）/（D）
総所要自己資本の額
うち信用リスクに対する所要自己資本の額
うちオペレーショナル・リスクに対する所要自己資本の額

 
10,148

69 
10,078 
98,724 
10.20% 
3,948 
3,762 
186 

 
10,334 

68 
10,266 
98,187 
10.45% 
3,927 
3,738 
189 

 
10,332

41 
10,291 
103,413 
9.95% 
4,136 
3,947 
189 

（単位：百万円）

自己資本比率

（注）１.自己資本比率の算出方法を定めた「信用金庫法第89条第１項において準用する銀行法第14条の２の規定に基づき、信用金庫及び信用金庫連合会がその保有する資
産等に照らし自己資本の充実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準（平成18年金融庁告示第21号）」に基づく開示を行っております。
　なお、当金庫は国内基準を採用しております。

 ２.（総）所要自己資本の額は、金融機関に義務付けられた自己資本比率４％に必要な自己資本の額であり、リスク・アセット等に４％を乗じて算出しております。

■

■

■

■

令和2年9月期

■ 正常債権とは
　債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がない債権で
あり、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」、「危険債
権」、「要管理債権」以外の債権をいいます。

■ 要管理債権とは
　自己査定において要注意先に区分された債務者に対する
債権のうち、「3ヵ月以上延滞債権」及び「貸出条件緩和債
権」に該当する債権をいいます。

■ 危険債権とは
　債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及
び経営成績が悪化し、契約に従った債権の元本の回収及び利
息の受取りができない可能性の高い債権です。

■ 破産更生債権及びこれらに準ずる債権とは
　破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申立て等
の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権
及びこれらに準ずる債権のことです。

　当金庫は、令和２年９月期の自己査定結果を金融再生法に基づき資
産査定結果として公表しております。信用金庫法に基づく｢リスク管理
債権｣は貸出金のみの開示ですが、金融再生法では貸出金以外の対
象債権を加えた金額を開示しております。

金融再生法開示債権
4,000

3,000

2,000

1,000

0

（単位：百万円）

令和2年3月期

金融再生法ベースの債務者区分による開示
債務者区分 令和元年9月期 令和2年3月期

　業務純益は、前年同期に比べ貸出金利息等の資金運用収益、役務取引等収益は増加したものの、国債等債券売却益等の減
少から業務収益は減少しましたが、預金利息や役務取引等費用の減少で業務費用も減少したことから、前年比2百万円増加の
178百万円となりました。
　経常利益、当期純利益については、不良債権処理費用の戻し益の計上があったことから、それぞれ288百万円、277百万円
と、前年同期に比べ増益となりました。

　令和２年９月期の当金庫の「金融再生法における開示債権」残高は3,460百万円となり、令和２年３月期の2,925百万円と比較
し534百万円増加しました。
　これを区分ごとに見ますと「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」で74百万円、「要管理債権」で１百万円それぞれ減少し、
「危険債権」で610百万円の増加となりました。
　この結果、不良債権比率は令和２年３月期に比較して0.34ポイント上昇し3.21％となりました。
　これらの不良債権の大部分は担保・保証及び貸倒引当金によって保全されており、必ずしも全てが回収不能に陥っているもの
ではありません。
　当金庫は、地域金融機関として地域の皆さまへ可能な限り支援することが使命であると認識しており、今後も中小企業の経
営支援に積極的に取り組んでまいります。

　令和２年９月期の当金庫の自己資本の状況は、令和２年3月期と比較して、分子である自己資本の額が25百万円増加
したものの、分母であるリスク・アセット等の額が5,225百万円増加したことから、自己資本比率は0.50ポイント低下
し9.95％となりました。この値は、国内で業務を行う金融機関に義務付けられている自己資本比率4.0％を上回ってお
り、高い水準を維持しております。
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※コア業務純益とは、業務純益に一般
貸倒引当金繰入額を加え、国債等債
券売却損益等を控除したもので、金
融機関本来の事業活動のみの利益を
表しております。

（単位：百万円）
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令和2年９月期 ミニディスクロージャー

すしんより皆さまへ
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すしんより皆さまへ

自己資本充実の状況（単体ベース）

金融再生法ベースの債権区分による開示損益の状況（単体ベース）
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令和元年9月期項　　　　　目 

コア資本に係る基礎項目（A）
コア資本に係る調整項目（B）
自己資本の額（C） [（A）－（B）]
リスク・アセット等の額（D）
自己資本比率（C）/（D）
総所要自己資本の額
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自己資本比率

（注）１.自己資本比率の算出方法を定めた「信用金庫法第89条第１項において準用する銀行法第14条の２の規定に基づき、信用金庫及び信用金庫連合会がその保有する資
産等に照らし自己資本の充実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準（平成18年金融庁告示第21号）」に基づく開示を行っております。
　なお、当金庫は国内基準を採用しております。

 ２.（総）所要自己資本の額は、金融機関に義務付けられた自己資本比率４％に必要な自己資本の額であり、リスク・アセット等に４％を乗じて算出しております。
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■ 正常債権とは
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あり、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」、「危険債
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■ 要管理債権とは
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　当金庫は、令和２年９月期の自己査定結果を金融再生法に基づき資
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金融再生法ベースの債務者区分による開示
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178百万円となりました。
　経常利益、当期純利益については、不良債権処理費用の戻し益の計上があったことから、それぞれ288百万円、277百万円
と、前年同期に比べ増益となりました。
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し534百万円増加しました。
　これを区分ごとに見ますと「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」で74百万円、「要管理債権」で１百万円それぞれ減少し、
「危険債権」で610百万円の増加となりました。
　この結果、不良債権比率は令和２年３月期に比較して0.34ポイント上昇し3.21％となりました。
　これらの不良債権の大部分は担保・保証及び貸倒引当金によって保全されており、必ずしも全てが回収不能に陥っているもの
ではありません。
　当金庫は、地域金融機関として地域の皆さまへ可能な限り支援することが使命であると認識しており、今後も中小企業の経
営支援に積極的に取り組んでまいります。

　令和２年９月期の当金庫の自己資本の状況は、令和２年3月期と比較して、分子である自己資本の額が25百万円増加
したものの、分母であるリスク・アセット等の額が5,225百万円増加したことから、自己資本比率は0.50ポイント低下
し9.95％となりました。この値は、国内で業務を行う金融機関に義務付けられている自己資本比率4.0％を上回ってお
り、高い水準を維持しております。
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※コア業務純益とは、業務純益に一般
貸倒引当金繰入額を加え、国債等債
券売却損益等を控除したもので、金
融機関本来の事業活動のみの利益を
表しております。
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令和2年９月期 ミニディスクロージャー

すしんより皆さまへ
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すしんより皆さまへ

自己資本充実の状況（単体ベース）

金融再生法ベースの債権区分による開示損益の状況（単体ベース）



(注) １.｢差額｣、｢うち益｣及び｢うち損｣は、期末日時点の帳簿価額（償却原価法適用後）と時価の差額を計上しております。
２.時価は期末日における市場価格等に基づいております。
３.上記の｢その他｣は、外国証券及び証券投資信託等です。
４.なお、満期保有目的の債券、子会社株式に係る貸借対照表計上額と時価の差額は以下のとおりです。

その他の有価証券

    株　　式
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32

▲ 999
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うち 損
1,331
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1,052 

令和2年3月期
（単位：百万円）

　有価証券の運用については、国債、地方債など債券を中心とした安
全性を重視した運用を行っております。
　株式市場は新型コロナウイルスの影響が続く中、経済回復期待を
背景に株価が上昇しマイナス幅がやや縮小、債券市場では金利が低
位で推移していることから評価はプラスとなり、「その他」の中の投資
信託で不動産投資信託を中心に評価が改善しましたが、全体の評価
差額は▲1,017百万円となりました。

満期保有目的の債券

子会社株式

貸借対照表計上額
8,413

     10

差　額
448

ー

うち 益
486

ー

うち 損
37

ー

令和元年９月期
貸借対照表計上額
10,012

     10

差　額
308

ー

うち 益
388

ー

うち 損
80

ー

令和２年９月期
差　額
244

ー

うち 益
382

ー

うち 損
138

ー

令和２年３月期
（単位：百万円）

貸借対照表計上額
8,313

     10

6 7

令和2年９月期 ミニディスクロージャー

取 扱 商 品 の ご 紹 介 （令和２年11月1日現在）

※詳しくは当金庫窓口までお問い合わせください。

【主な融資商品】
◆中小企業・個人事業者向け融資商品
●すしんパートナーⅡ・Ⅲ
●すしん事業者カードローン
●すしんビジネスワイドローン
●すしんカードローン｢フロンティア｣
●すしん法人会・税理士会パートナーローン
●すしんフリーローン クイックサポート
●継続サポート「どっしりくん」
◆商工会議所・商工会メンバーズビジネスローン
●すしん須賀川商工会議所メンバーズビジネスローン
●すしん岩瀬管内商工会メンバーズビジネスローン
●すしん郡山商工会議所メンバーズビジネスローン
●福島県中小企業家同友会連携資金＜すしんアクティブローン＞

◆企業向け無担保融資商品
●すしんTKC経営者ローン

◆農林畜産業支援資金
●すしんアグリサポート500
●すしんアグリ復活5000

◆創業・新事業者向け融資商品
●すしん地方創生支援ローン
●須賀川市スタートアップ資金
●新事業育成資金
●すしんスピリッツ

◆住宅関連融資商品（個人向け）
●しんきんマイホームローン
●住まいるいちばんネクストⅤ（ファイブ）
●すしん無担保住宅ローン
●らくらく無担保住宅借換ローン
●すしんリフォームローン・エコ
●すしんらくらくリフォームローン
●すしんフラット35・50

◆カードローン（個人向け）
●すしんタイムリーカードローン
●すしんカードローン セットカードＡ｢プラチナ｣
●随時カードローン「ライフサポート」
●すしん「きゃっする」
●すしん教育カードローン
●すしんシニアワイドローン

　　
◆各種消費者ローン
●すしん個人ローン
●すしん教育ローン
●すしんフリーローン クイックサポート
●すしんフリーローン スペシャル1000
●すしんカーライフプランローン
●すしんエコカーローン
●らくらくマイカーローン
●すしんシニアライフローン

【主な優遇（金利上乗せ）預金商品】
●退職金優遇定期預金「ステップ」
●年金定期｢さわやか｣
●地域貢献特別定期預金
   「ファミたん　しんきん定期預金　あすなろ｣
●地域貢献特別定期積金
   「ファミたん　しんきん定期積金｣
●資産運用セットプラン
当金庫は、福島県「子育て応援パスポート」
事業に協賛しております。

4月

6月

令和２年度入庫式

SDGs共同宣言

絵画コンクール選考のようす

第107回通常総代会

須賀川市への寄付

クリーン作戦

すしんより皆さまへ
S U K A G A W A  S H I N K I N  B A N K

2020年　トピックスTOPICS

4～5
月

1日 令和２年度新入職員７名（男性３名・女性４名）入庫
・4月から9月末までの研修期間を経て、10月1日に正式採用

福島県８金庫『ＳＤＧｓ共同宣言』を公表
・福島県の地域経済の持続的発展に向け連携して取り組むことを宣言

APRIL

MAY

「東北・夢の桜街道」絵画コンクール
・須賀川市・古殿町の小学校から128名参加

15日

19日

26日

県下信用金庫一斉クリーン
作戦（清掃活動）を実施
・県内8信用金庫が一斉に
　清掃活動を実施
　当金庫も全営業店・本部
　役職員が参加

第107回通常総代会を開催
・4つの議案を承認可決

須賀川市地域振興基金へ300万円寄付
・市の新型コロナウイルス感染症対策事業を支援

JUNE

有価証券の時価情報（単体ベース）

福島県内の８金庫は、ＳＤＧｓの目指す理念に賛同し地域社会の一員として各金庫の経営
理念および地域特性を踏まえながら福島県の地域経済の持続的発展に向け連携して取
り組むことを宣言します。

福島県8金庫『SDGs共同宣言』
共同宣言

この 街と生きていく

S H I N K I N



(注) １.｢差額｣、｢うち益｣及び｢うち損｣は、期末日時点の帳簿価額（償却原価法適用後）と時価の差額を計上しております。
２.時価は期末日における市場価格等に基づいております。
３.上記の｢その他｣は、外国証券及び証券投資信託等です。
４.なお、満期保有目的の債券、子会社株式に係る貸借対照表計上額と時価の差額は以下のとおりです。
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53,540

462

41,020

12,057

差　額

▲1,017

▲127

38

▲928

うち 益
201

3

145

52

うち 損
1,218

130

106

981

令和2年９月期
貸借対照表計上額

47,790

419

35,578

11,791

差　額

▲1,127

▲ 160

32

▲ 999

うち 益
204

2

149

52

うち 損
1,331

162

116

1,052 

令和2年3月期
（単位：百万円）

　有価証券の運用については、国債、地方債など債券を中心とした安
全性を重視した運用を行っております。
　株式市場は新型コロナウイルスの影響が続く中、経済回復期待を
背景に株価が上昇しマイナス幅がやや縮小、債券市場では金利が低
位で推移していることから評価はプラスとなり、「その他」の中の投資
信託で不動産投資信託を中心に評価が改善しましたが、全体の評価
差額は▲1,017百万円となりました。

満期保有目的の債券

子会社株式

貸借対照表計上額
8,413

     10

差　額
448

ー

うち 益
486

ー

うち 損
37

ー

令和元年９月期
貸借対照表計上額
10,012

     10

差　額
308

ー

うち 益
388

ー

うち 損
80

ー

令和２年９月期
差　額
244

ー

うち 益
382

ー

うち 損
138

ー

令和２年３月期
（単位：百万円）

貸借対照表計上額
8,313

     10

6 7

令和2年９月期 ミニディスクロージャー

取 扱 商 品 の ご 紹 介 （令和２年11月1日現在）

※詳しくは当金庫窓口までお問い合わせください。

【主な融資商品】
◆中小企業・個人事業者向け融資商品
●すしんパートナーⅡ・Ⅲ
●すしん事業者カードローン
●すしんビジネスワイドローン
●すしんカードローン｢フロンティア｣
●すしん法人会・税理士会パートナーローン
●すしんフリーローン クイックサポート
●継続サポート「どっしりくん」
◆商工会議所・商工会メンバーズビジネスローン
●すしん須賀川商工会議所メンバーズビジネスローン
●すしん岩瀬管内商工会メンバーズビジネスローン
●すしん郡山商工会議所メンバーズビジネスローン
●福島県中小企業家同友会連携資金＜すしんアクティブローン＞

◆企業向け無担保融資商品
●すしんTKC経営者ローン

◆農林畜産業支援資金
●すしんアグリサポート500
●すしんアグリ復活5000

◆創業・新事業者向け融資商品
●すしん地方創生支援ローン
●須賀川市スタートアップ資金
●新事業育成資金
●すしんスピリッツ

◆住宅関連融資商品（個人向け）
●しんきんマイホームローン
●住まいるいちばんネクストⅤ（ファイブ）
●すしん無担保住宅ローン
●らくらく無担保住宅借換ローン
●すしんリフォームローン・エコ
●すしんらくらくリフォームローン
●すしんフラット35・50

◆カードローン（個人向け）
●すしんタイムリーカードローン
●すしんカードローン セットカードＡ｢プラチナ｣
●随時カードローン「ライフサポート」
●すしん「きゃっする」
●すしん教育カードローン
●すしんシニアワイドローン

　　
◆各種消費者ローン
●すしん個人ローン
●すしん教育ローン
●すしんフリーローン クイックサポート
●すしんフリーローン スペシャル1000
●すしんカーライフプランローン
●すしんエコカーローン
●らくらくマイカーローン
●すしんシニアライフローン

【主な優遇（金利上乗せ）預金商品】
●退職金優遇定期預金「ステップ」
●年金定期｢さわやか｣
●地域貢献特別定期預金
   「ファミたん　しんきん定期預金　あすなろ｣
●地域貢献特別定期積金
   「ファミたん　しんきん定期積金｣
●資産運用セットプラン
当金庫は、福島県「子育て応援パスポート」
事業に協賛しております。

4月

6月

令和２年度入庫式

SDGs共同宣言

絵画コンクール選考のようす

第107回通常総代会

須賀川市への寄付

クリーン作戦

すしんより皆さまへ
S U K A G A W A  S H I N K I N  B A N K

2020年　トピックスTOPICS

4～5
月

1日 令和２年度新入職員７名（男性３名・女性４名）入庫
・4月から9月末までの研修期間を経て、10月1日に正式採用

福島県８金庫『ＳＤＧｓ共同宣言』を公表
・福島県の地域経済の持続的発展に向け連携して取り組むことを宣言

APRIL

MAY

「東北・夢の桜街道」絵画コンクール
・須賀川市・古殿町の小学校から128名参加

15日

19日

26日

県下信用金庫一斉クリーン
作戦（清掃活動）を実施
・県内8信用金庫が一斉に
　清掃活動を実施
　当金庫も全営業店・本部
　役職員が参加

第107回通常総代会を開催
・4つの議案を承認可決

須賀川市地域振興基金へ300万円寄付
・市の新型コロナウイルス感染症対策事業を支援

JUNE

有価証券の時価情報（単体ベース）

福島県内の８金庫は、ＳＤＧｓの目指す理念に賛同し地域社会の一員として各金庫の経営
理念および地域特性を踏まえながら福島県の地域経済の持続的発展に向け連携して取
り組むことを宣言します。

福島県8金庫『SDGs共同宣言』
共同宣言

この 街と生きていく

S H I N K I N
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須賀川信用金庫の現況

2020

地域をつなぎ、地域と共に歩む

Mini Disclosure

令和2年9月期

〒962-0054 須賀川市牛袋町121番地1
TEL（0248）75-3176（担当部署：総合企画部 経営企画課）
ホームページアドレス https://www.sushin.co.jp

詳しくは、お近くのすしんの窓口までお問い合わせください。

地域をつなぎ、地域と共に歩む

この印刷物は、適切に管理された森からの木材を含む
FSC®認証紙を使用しています。

P-B10178

■ 店舗所在地 （令和2年11月1日現在）

■ 店舗外自動サービスコーナー

I N F O R M A T I O N

（令和2年11月1日現在）

 

❶本店営業部

❷駅前支店

❸石川支店

❹郡山支店

❺桑野支店

❻鏡石支店

❼長沼支店

 

〒962-0842 
須賀川市宮先町31番地
〒962-0859 
須賀川市塚田88番地

〒963-7851 
石川郡石川町字新町11番地

〒963-8871 
郡山市本町二丁目1番9号

〒963-8025 
郡山市桑野二丁目35番7号

〒969-0401 
岩瀬郡鏡石町不時沼331番地5

〒962-0203 
須賀川市長沼字金町151番地

（0248）75-3171

（0248）75-2168

（0247）26-3111

（024）932-2005

（024）934-0171

（0248）62-3175

（0248）67-3171

＊印のあるATMは、視覚障がい者用ハンドセットを設置しております。
＊印のあるATMは、通帳繰越機能がご利用いただけます。
※全てのATMに点字表示が標準化されています。

◎須賀川市内に6店舗、郡山市内に4店舗、
　石川郡内に3店舗、岩瀬郡内に1店舗の合計14店舗がございます！

店 舗 名 所　在　地 電話番号 ATM設置台数  

❽上町支店

❾西川支店

10古殿支店

11富田支店

12玉川支店

13安積支店

14須 賀 川
　市役所支店

 

〒962-0864 
須賀川市北上町84番地5

〒962-0054 
須賀川市牛袋町121番地1

〒963-8305 
石川郡古殿町大字竹貫字竹貫38番地1

〒963-8045 
郡山市新屋敷一丁目167番地

〒963-6312 
石川郡玉川村大字小高字南畷10番地1
〒963-0105
郡山市安積町長久保三丁目３番１
〒962-0831　
須賀川市八幡町135番地

（0248）76-5911

（0248）76-3171

（0247）53-3727

（024）921-0222

（0247）57-4178

（024）945-1222

（0248）72-2121

店 舗 名 所　在　地 電話番号 ATM設置台数

入金・払戻・記帳・振込（現金取扱可）・定期預金取引可

＊

＊＊ ＊＊

＊＊

＊＊ ＊＊

＊＊ ＊＊

＊＊

＊＊ ＊＊

＊＊

＊＊

＊

＊＊ ＊＊ ＊＊

＊＊

＊＊ ＊＊

＊＊

＊＊

＊＊

須 賀 川 信 用 金 庫 か ら の お 知 ら せ

●対象カード／福島県内8信用金庫が発行するすべてのカード
●対象ATM／福島県内8信用金庫が設置する店舗内･店舗外ATM
●ご利用内容／お預入れ･お引出し

しんきんのキャッシュカードがあれば、全国ゼロ
ネット加盟のしんきんATMで、平日･土曜日の
手数料が無料です。

福島県内8信用金庫のATMご利用手数料が

終 日 無 料365日

しんきんのPRコーナー

しんきんATM
ゼロネットサービス

手数料ゼロ

ZERO  ne t  S ERV ICE 0
平　日 8：45～18：00
土曜日 9：00～14：00

知ってトクする

須賀川市内
設 　 置 　 場 　 所

○店舗外ＡＴＭコーナー
　上町支店 川東出張所●＊
　（大東商工会隣）

　公立岩瀬病院●＊

　ヨークベニマル メガステージ須賀川南店●＊＊

　ヨークベニマル須賀川森宿店●＊＊

　ながぬまショッピングパーク アスク●＊

●入金・払戻・記帳・振込
　（当金庫および提携金融機関ＣＤカードの取扱可）・定期預金取引可
＊印のあるATMは、視覚障がい者用ハンドセットを設置しております。
＊印のあるATMは、通帳繰越機能がご利用いただけます。
※全てのATMに点字表示が標準化されています。

郡山市

天栄村

須賀川市

鏡石町鏡石町

矢吹町の
一部

玉川村 平田村

石川町

古殿町

福島空港

郡山南I.C.

郡山I.C.

東
北
新
幹
線

東
北
自
動
車
道

❶
❷

❸

❹
13

❺

❻
❼

❽❾

10

11

14

12

須賀川
I.C.

須賀川
I.C.

本部


